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推進プラン見直しの経緯・要点・スケジュール 

 

（１）見直しの経緯 

千代田区は、日本の政治、経済、文化の中心地であるとともに、自然環境や景観についても特

筆すべき価値を持っています。これまで千代田区では、2013（平成 25）年に都内でもいち早く生

物多様性地域戦略「ちよだ生物多様性推進プラン」（以下、「推進プラン」とする）を策定し、先進

的に取組みを進めてきました。“皇居から広がる生きものネットワーク”の実現をめざした多様な

主体が協働する取組みによって、緑地の整備、自然環境や生きものの実態把握、区民の啓発促進

などいくつもの成果が得られています。 

その一方で、国内外では依然として生物多様性の損失が進み、地球温暖化による影響が顕在化

するなど、生物多様性によって支えられてきた私たちの暮らしや経済活動は、その存続が危ぶま

れています。今こそ、地球規模で考え、区民一人一人が地域で直ちに行動に移すような抜本的な

社会変革が求められています。 

千代田区は、推進プランの短期目標年次である 2020（令和２）年を迎え、その短期目標の達成

状況を把握するとともに、策定以降の生物多様性に関する国内外の状況変化・社会情勢を踏まえ

ながら、長期目標年次の 2050 年に向けて、推進プランの内容について必要な見直し・改善を行い

ます。 

 

 

（２）見直しの要点 

・推進プラン策定以降の国内外動向にも沿った内容とします。 

・現行プランによる区の取組みや、多様な主体による取組実績を評価し、課題を明らかにします。 

・これまでの取組実績や課題を踏まえ、今後の取組みの方向性を示します。 
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（３）スケジュール（案） 

 

 

令
和
３
年
度 

１月 

２月 

３月 

４月 

令
和
４
年
度 

７月 

10 月 

１月 

「ちよだ生物多様性推進プラン」検証のための調査業務 生物多様性推進会議 

(4)区内の動植物に関する 

調査情報の収集整理 

(5)生物モニタリングに 

向けた候補地点の提案 

(6)区民向けアンケートに 

よる区民の意識調査 

（アンケート項目検討） 

(7)生物多様性推進会議 

に向けた資料作成 R3 年度 １回目 

(2)国や東京都等の取組み

や国内外の動向に関す

る情報の収集整理 

(3)区民・事業者等の 

取組情報の収集整理 

(1)推進プランの事業 

計画の進捗整理 

(1)～(6)報告、検討 

プラン改定工程確認 
《調査に関する関係者との連絡調整》 

モニタリング調査（早春） 

両生類 

モニタリング調査（春） 

植物、鳥、魚、昆虫、底生 

モニタリング調査（夏） 

植物、鳥、昆虫 

モニタリング調査（秋） 

植物、植生、哺乳、鳥、魚 

昆虫、底生 

モニタリング調査（冬） 

鳥 

プラン改定に向けた検討 

・改定方針、現状・課題 

R4 年度 １回目 

R4 年度 ２回目 

R4 年度 ３回目 

庁内検討調整 

国・都の方向性を踏まえた

プラン見直しの方向性案 

報告 

モニタリング調査中間報告 
プラン改定に向けた検討 

・基本的な考え方と目標 

・行動計画 

庁内検討調整 

調査結果中間まとめ 

素案の提示 

パブリックコメント

実施について 
プラン改定に向けた検討 

・行動計画 

・推進体制と進行管理 

庁内検討調整 

調査結果最終まとめ 
改定案確認 

モニタリング調査結果

報告 

令和 3年度報告書とりまとめ 

令和 4年度報告書とりまとめ 

令和４年３月３０日 

令和４年９～１０月 

令和４年１２月～ 

令和５年１月 

令和５年３月 


